コアチェンバー・シンガーズ反省会記録

日時：2009年8月8日（土）

場所：コアホール

参加者：浪岡先生、団員20名

1. 第5回演奏会の反省

〈練習について〉

· 男声は練習量を増やしただけのことがあった。まとまって練習ができたのはよかった。

· だが、まだまだ不足と感じる。

· 男声はがんばって一気に上手になった。

· 練習密度が薄い。

· 基礎練習をみっしりやっただけのことはあった。

〈選曲について〉

· お客様が「聞いて楽しい」という点を配慮するほうがいい。

· プロでお客様のためにやっている合唱団ではないので、聴衆のことを考えすぎる必要はない。

· 外国語の歌はいまひとつ。気持ちもついていかない。

· 日本語の歌が多いほうがいい。

· 今回も最終的にバタバタしてしまったので、曲目は早めに決めて準備したい。

〈今後のあり方〉

· 合唱祭への参加を考えては？

· 年に1度のコンサートを。本番の回数を増やしたい。機会があればどんどんステージを経験したい。

· 知らない曲に挑戦していきたい。

· 中だるみをふせぎたい。

· ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ大会をやるのはどうか。

（コンサートの運営について）　

· 実行委員会制にしたのは大変よかった。

· 設営時に受付準備を忘れていた。花束受付も作るか、プレゼントは直接団員に渡すよう案内をするようにすればよかった。

· 演奏中のビデオ撮影はやめてもらいたい。

· 今回初めて広報をおこなった。チラシを真砂コミュニティーセンターにおいたほか、「地域新聞」「読売新聞」にお知らせをだしてもらった。若干の反響あり。ベイタウンの中だけでなく、広くお客様を集めるには次も続けたい。

2．第6回演奏会の選曲

　　高田三郎作曲　混声合唱組曲「心の四季」に決定

3.パートリーダー交代について

　　　　ソプラノパートリーダー今永さんからの提案

“いろいろな人がパトリを経験することで、みんなの技術レベル・意識レベルを上げていったほうがいいのではないか。”

この提案があり、パートリーダーの役割について再度確認のため話し合う。その結果。 

　　　　　今後、パートリーダーの役割が増すので、誰でもいいというわけにはいかない。

　　　　　いろいろな役を経験することで意識を高めることはいいが、パトリはそれとは別にパートの技術的なレベルを見るという役割があるので、誰でもはできない。合唱経験があり、指導できる人がパートリーダーを努めるようにする。

　　　　　バスは慶田さんをパートリーダーとし、サブを立崎さんにお願いするが、ほかのパートは現パートリーダーが継続して欲しい。

　　　　ソプラノはソプラノ内で話し合って早急に決めてもらう。

4． 先生から　重要
· 回を重ねるごとに、合唱をしていくとはどういうことかという意識が高まっているのがわかるのは喜ばしい。コンサートをみんなでやっていくという気持ちが根付いてきた。

· ただし、歌の内容はまだまだ。

· 合唱をするとはどういうことか、理解の程度にばらつきがある。どうまとめていくか難しいが、何とかそろえていきたい。

· まずは、個人個人の準備がなされなくてはいけない。うまくなりたいなら、月2回の練習は必ず出ること。

· 歌うための体作りを自覚して欲しい。体操・発声のレッスンは必ず出る。体操・発声を軽視して、歌から出ればいいやという気持ちは捨てること。むしろ、歌の練習には出られなくても、体操と発声だけはやってから帰るくらいの気持ちで臨んで欲しい。

· 自分で「うまくなった。」と思うのは危ない。聞く耳を持った人にきちんと聞いてもらい、常に自分の声をメンテナンスしていかなくては上手にはなれない。

· どういう合唱団をめざすのか、今後の方向性をきちんと決めていこう。

以上
